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　Tamrielのほぼ全州の野外に居住している、理屈の上から考えて、その土地の元々の住民の直接の子孫ではないような人々は、一般的にはWild Elfと呼ばれるところのAyleidたちである。３種族のElf――Altmer（あるいはHigh Elf）、Bosmer（あるいはWood Elf）、Dunmer（あるいはDark Elf）――がTamrielの新文化に充分に融和した一方、Ayleidたちと彼らの仲間は我々の文明から遠ざかったまま、世間の人々の目から離れて、昔ながらの流儀を好んで実践している。
Wild Elfの言葉は古代Cyrodiil語の変種であり、Tamrielの人々から離れることを選んで、彼らのElfの仲間の内でも最低度に文明化されている人々よりもさえ遠ざかって、Tamrielの主流から隔たっているのである。気質に関しては、陰鬱とした性格であり口数は少ない。もっとも、これは余所者（あるいは、彼らの言葉で言うところの“Pellani”）の視点から見たものであり、仲間内では違った風に振る舞うだろうことは疑い無い。
　実際のところ、Gwilym大学の最上の賢者の１人は文明化されたAyleid ElfのTjurhane Fyrre（第１時代２７９０年―第２時代２２７年）であり、Wild Elfに関する、彼によって公刊された著書は生き生きと活気に満ちた文化を想起させるものである。Fyrreは、自分の仲間と宗教に関して進んで語ってくれる極めて数の少ないAyleidたちの１人である。そして、彼自身、「Ayleidの種族の本質は色とりどりであり、彼らの性格は、近隣の種族に対して、しばしば極めて異なっている」（Fyrre, T.『Ayleidの詩作の本質』〔Nature of Ayleidic Poesy〕８頁、Gwilym大学出版局、第２時代１２年）と述べている。
　どの異質の文化も同様であるように、しばしば、Wild Elf〔の文化〕はTamrielの単純なる人々によって恐れられている。Ayleidたちは、Tamriel大陸にとっての極めて大きな敵の１つであり続ける。どの巻物に記された史書の頁にも彼らは滅多に姿を現さず、しかも〔史書に記載されているものは〕、森の中へと姿を消す前の彼らに出くわした年代記編者にとっての一風かわった見ものとしてのものに過ぎない。広まっている伝説からフィクションが取り除かれる時には、恐らく、我々には〔Wild Elfに関して〕殆ど何も残されていないだろう。Ayleidたちの謎めいた流儀は、第１時代の以前からヴェールに覆われたままであった。そして、これからの数千年間、恐らく、そのままであるだろう。
